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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

当社は、金融商品取引法第 24 条の４の４第に基づき、平成 28 年６月 24 日に関東財務局に提出いたします

平成 28 年３月期の内部統制報告書において、開示すべき重要な不備がある旨を記載いたしますので、下記の

通りお知らせいたします。 

                        記 

 

１． 開示すべき重要な不備の内容 

    以下に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、開示す

べき重要な不備に該当すると判断いたしました。従って、当事業年度末日時点において、当社の財務報告

に係る内部統制は有効でないと判断いたしました。 

 

平成 28 年３月期決算において、監査法人から燃費試験関連損失引当金の計上不足を指摘されました。本

件に対する当社の対応として、追加の引当計上を行い、財務諸表及び連結財務諸表には平成 28 年３月期に

おいて負担すべき金額を計上しております。 

本件は、平成28年４月20日に判明した当社製車両の燃費試験における不正行為に関連した燃費試験関連 

損失引当金の計上に関し、平成28年４月27日に監査法人宛に提出した財務諸表及び連結財務諸表における

見積の検討不足が原因であり、燃費試験関連損失引当金の計上のような非定型の見積項目に関する内部統

制が適切に整備・運用できていなかったことに起因するものであります。 

 

２． 事業年度末日までに是正できなかった理由 

上記の財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備が、事業年度の末日までに是正されなかった理

由は、上記の計上不足が事業年度末日後の財務諸表監査の過程で発見されたためであります。 

 

３． 開示すべき重要な不備の是正方針 

当社は、財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備を是正するための措置について、期末日前後

において非定型取引が生じた際には、十分な決算日程を確保することや、より適切な見積業務プロセスに

おける検証体制の強化等の再発防止策を早急に検討し、財務報告の信頼性を確保してまいります。 

 

４． 連結財務諸表に与える影響 

上記開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は財務諸表及び連結財務諸表に反映しております。 

 

５．財務諸表の監査報告における監査意見 

  無限定適正意見であります。 
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